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エコマックスＢｉ　ＥＣＯ－Ｆ
２０２０年１月

　

No.  ６１４９ Ｅ
　

タ イ プ 高性能長期防食エポキシ樹脂塗料（厚膜形）

特　　長 ①防食性・耐水性が優秀
②付着性・耐磨耗等の物理的性質が優秀
③厚膜塗装ができ工程短縮が可能
④ＰＲＴＲ指定化学物質（ＴＸ）フリー・特定化学物質フリー
⑤バイオクリンの直塗が可能

用　　途 プラント・没水環境の鉄鋼構造物（海洋構造物・海水導入管）及び
没水環境のコンクリート面用下塗

 

塗料性状 混合比率（質量比） ・
色 ・・・・・・・・・

主剤 : 硬化剤 ＝ ８８ : １２
ライトグレー、グレー、茶、黒

密度 ・・・・・・・・ １．４２ｇ／ｍＬ　(ISO:2811)
粘度 ・・・・・・・・ ６．２Ｐａ・ｓ（２０℃）
容量ＮＶ ・・・・・・ ７０±２％　(ISO:3233)
重量ＶＯＣ ・・・・・ ２３．４ｗｔ％　(Method24)

標準塗付量 ・・・・・

 

標準膜厚 ・・・・・・

はけ塗りの場合

２９５ｇ／㎡

ドライ １００μｍ

ウェット １４３μｍ

エアレススプレーの場合

１０００ｇ／㎡

ドライ ３００μｍ

ウェット ４２９μｍ

５℃ １０℃ ２０℃ ３０℃
指触 － ４時間 ３時間 ２時間　　乾燥時間････
硬化 － ２８時間 １８時間 １２時間
最短  － ２８時間 １８時間 １２時間　　塗装間隔････
最長 － ７日 ７日 ７日

　　可使時間････
　　熟成時間････

－
－

８時間
－

６時間
－

４時間
－

塗装条件 塗装方法 ・・・・・・ エアレススプレー、ローラー塗り、はけ塗り
気象 ・・・・・・・・ 温 度：１０ ℃以上、湿 度：８５ ％R.H.以下
エアレススプレー時・ 適 正 粘 度 ：２．０～２．５　Ｐａ・ｓ

チ ッ プ No.：（ＧＲＡＣＯ）６２３，７２３
一次(空気)圧：０．５ ～ ０．６ ＭＰａ
二次(塗料)圧：１４．７ ～ １７．７ ＭＰａ
ガン移動速度：６０～８０ ｃｍ／秒

シンナー ・・・・・・ エポキシ用シンナーＦ、 
希釈率：エアレススプレーの場合０～１０％、はけ塗りの場合０～５％

素地調整 ・・・・・・ 鋼板・鋼材に直塗り　ＩＳＯ　Ｓａ２ 1/2 
ショッププライマー塗装面　ＩＳＯ　Ｓｔ３

適合下塗 ・・・・・・ エコマックスジンクプライマー、セラボンド２０００
適合上塗 ・・・・・・ 各種バイオクリン、各種バイオクリンシーラー、シルバックスＳＱ－Ｋ、

ユニマリン№３００中塗ＥＰ、ユニマリン№３００上塗、
ユニマリンＨＳ、フローレックス中塗ＥＰ、フローレックス上塗

使用上の
　　注意

①換気、火気に十分注意して下さい。なお、塗装のみならず、塗膜が硬化するまで換気が必要です。
②２液混合形ですので、規定の混合比で混合してから使用して下さい。まず主剤を均一になるまで十
分撹拌した後、硬化剤を徐々に加えて全体が均一になるまでさらに十分撹拌して下さい。さらに必要
量シンナーを加えて、均一になるまで撹拌して下さい。
③過剰なシンナーの添加は、タレ止め性や塗膜形成の低下を招く恐れがあります。
④過剰膜厚で塗装された場合、残存溶剤の影響により塗膜性能の低下を招く恐れがありますので、最
大積層膜厚１０００μｍ以下を目安に塗装管理の実施をお願いします。
⑤可使時間に制限がありますので必要量のみ調合して下さい。
⑥ＳＤＳおよび容器に表示の注意事項を良く読んで取り扱い下さい。
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荷　　姿
 

２０ｋｇセット、５ｋｇセット

　主剤 　硬化剤
消防庁登録記号 ・・・ ０２３３ＶＢ ０２３２ＶＢ
引火点 ・・・・・・・ ２５．７ ℃ ３６．５ ℃
消防法危険物区分 ・・ 第二石油類 第二石油類
爆発限界（体積％） ・ 下限 １．２、上限 １５．０

危険物表示

有機溶剤区分 ・・・・ 第二種有機溶剤 第二種有機溶剤

備　　考 ①低温時（１０℃以下）には硬化時間が長くなりますので、エコマックスＢｉ　ＥＣＯ低温用硬化剤を使用して下さ
い。
②塗料密度、容量ＮＶ（ＶＳ）、ＶＯＣ量は、製品サンプルの実測値です（無希釈）。色相・ロット等により数値が
若干変動する場合があります。

注）標準塗付量は標準的な目安を示したもので、被塗物の形状・その他の条件により異なります。

本製品説明書に記されている使用条件、使用上の注意事項等を逸脱した使用により生じる品質の異常は使用者の責任に
て対応願います。当社が指定する以外の塗料、添加剤等を混合すると、単に品質の異常をきたすのみならず、安全上の問
題が発生することもありえますので、使用者の責任において安全性、品質等を確認願います。


